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平成20（2008） 平成19（2007） 平成18（2006） 平成17（2005） 平成16（2004）
・｢

東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃｣

が
国
の
重
要
無

　
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

・
鹿
島
町
で
県
内
初
の
恐
竜
化
石
発
見

・
薩
摩
川
内
市
自
治
基
本
条
例
・
薩
摩
川
内
市

　
議
会
基
本
条
例
施
行

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
開
催

・
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
事
業
着
手

・
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道｢

川
内
道
路｣

開
通

・
薩
摩
川
内
市
商
工
会
設
立

・
川
薩
清
修
館
高
校
開
校

・
第
一
次
総
合
計
画
策
定

・
平
成
18
年
７
月
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨

・
県
民
体
育
大
会
川
薩
大
会
開
催

・
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー「
薩
摩
川
内
よ
か
ま
ち
・

　
き
や
ん
せ
倶
楽
部
」開
設

・
薩
摩
川
内
市
誕
生
記
念
式
典
、
市
章
・
市
民

　
憲
章
制
定
、
市
木
・
市
花
・
市
鳥
・
市
魚
制
定

・
市
内
48
地
区
全
て
で
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

　
議
会
設
立

・
藺
牟
田
池
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

・
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
、
き
や
ん
せ
ふ
る
さ

　
と
館
オ
ー
プ
ン

・
川
内
港
に
外
貿
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
開
設

・
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
部
分
開
業
、
肥

　
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
開
業

・
清
色
城
跡
が
国
の
史
跡
に
指
定

・
川
内
・
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・
祁
答
院
・
里
・

　
上
甑
・
下
甑
・
鹿
島
閉
庁
式

・
薩
摩
川
内
市
誕
生

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開
始

・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
競
泳
の
北
島
康
介
選

　
手
が
史
上
初
の
連
続
２
冠

・
ア
メ
リ
カ
の
証
券
大
手
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー

　
ズ
が
破
綻（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）

・
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
小
林
誠
氏
・
益
川
敏

　
英
氏
・
南
部
陽
一
郎
氏
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

　
に
下
村
脩
氏	

・
熊
本
の
慈じ

恵け
い

病
院
が「
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」を

　
運
用
開
始

・
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
き
に
関
す
る
法
律
成
立

・	

ア
メ
リ
カ
で｢

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ｣

発
売

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震（
Ｍ
６
・
８
、
震
度
６
強
）

・
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

　
ケ
ー
ト
の
荒
川
静
香
選
手
が
金
メ
ダ
ル

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ｢

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ｣｢

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

　ｏ
ｏ
ｋ｣

サ
ー
ビ
ス
開
始

・
秋
篠
宮
悠
仁
さ
ま
ご
誕
生
。
皇
室
に
41
年
ぶ
り

　
男
子	

・
愛
・
地
球
博（
愛
知
万
博
）開
催
。
モ
リ
ゾ
ー
と

　
キ
ッ
コ
ロ
が
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

・
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
。
Ｊ
Ｒ
史
上
最
悪

　
の
鉄
道
事
故

・
日
本
の
人
口
が
統
計
開
始
以
来
初
の
自
然
減
に

・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ホ
テ
ル
の
耐
震
強
度
構
造
計

　
算
書
偽
装
事
件

・
日
本
国
内
で
79
年
ぶ
り
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
発
生
確
認

・
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で

　
野
口
み
ず
き
選
手
が
金
メ
ダ
ル

・
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
大
リ
ー
グ
の
年
間
最
多
安

　
打
記
録
を
84
年
ぶ
り
に
更
新

・
新
潟
県
中
越
地
震（
Ｍ
６
・
８
、
震
度
７
）

・
新
紙
幣
発
行（
１
万
円
札
＝
福
澤
諭
吉
、
５
０

　
０
０
円
札
＝
樋
口
一
葉
、
１
０
０
０
円
札
＝

　
野
口
英
世
）

平成15（2003） 平成14（2002） 平成13（2001） 平成12（2000） 平成11（1999） 年
・
地
域
特
産
品
直
売
所
祁
答
院
ロ
ー
ド
51
オ
ー

　
プ
ン

・
川
薩
地
区
法
定
合
併
協
議
会
設
立
、
合
併
新

　
市
名
称
が
薩
摩
川
内
市
に
決
定

・
木
佐
貫
洋
投
手
が
新
人
王
獲
得

・
入
来
麓
武
家
屋
敷
群
が
国
の
伝
統
的
建
造
物

　
群
保
存
地
区
に
指
定

・
西
方
海
岸
に
幻
の
ク
ジ
ラ
・
タ
イ
ヘ
イ
ヨ
ウ

　
ア
カ
ボ
ウ
モ
ド
キ
漂
着

・
東
郷
温
泉
ゆ
っ
た
り
館
オ
ー
プ
ン

・
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
就
航

・
薩
摩
国
建
都
１
３
０
０
年

・
東
郷
町
制
施
行
50
周
年	

・
国
立
天
文
台
電
波
望
遠
鏡
・
鹿
児
島
大
学
光

　
赤
外
線
望
遠
鏡
が
完
成

・
情
報
公
開
制
度
開
始

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
所	

・
く
る
く
る
バ
ス
・
ル
ン
ル
ン
自
転
車
運
行
開

　
始

・
田
代
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
分
譲
開
始	

・
川
内
市
で
特
認
校
制
度
開
始（
寄
田
・
滄
浪
・

　
吉
川
小
）

・
鹿
島
村
制
施
行
50
周
年
、
新
庁
舎
落
成

・
台
風
18
号
襲
来
、
最
大
瞬
間
風
速
68　ｍ／ｍ
で
被

　
害
甚
大

・
川
内
大
綱
引
４
０
０
年
祭

・
大
平
橋
通
り
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成

薩
摩
川
内

・
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル｢

コ
ロ
ン
ビ
ア｣

が
空
中
分

　
解
事
故
で
墜
落

・
新
型
肺
炎｢

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ｣

が
世
界
中
で
猛
威

・
イ
ラ
ク
戦
争
が
勃
発
、
米
軍
が
サ
ダ
ム
・
フ

　
セ
イ
ン
元
大
統
領
を
拘
束

・
六
本
木
ヒ
ル
ズ
が
オ
ー
プ
ン

・
学
校
週
５
日
制
、｢

ゆ
と
り
教
育｣

開
始

・
サ
ッ
カ
ー
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
ト
ル
シ
エ

　
監
督
率
い
る
日
本
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

・
多
摩
川
に
ア
ザ
ラ
シ
出
現
。「
タ
マ
ち
ゃ
ん
」と

　
呼
ば
れ
人
気

・
初
の
日
朝
首
脳
会
談
。
拉
致
被
害
者
５
人
が

　
帰
国

・
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
小
柴
昌
俊
氏
、
ノ
ー

　
ベ
ル
化
学
賞
に
田
中
耕
一
氏

・
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ｢

９
・
11｣

勃
発

・
国
内
初
の
狂
牛
病｢

Ｂ
Ｓ
Ｅ｣

発
生
確
認

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
京
圏
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
　
　
　

　「
S
u
i
c
a
」サ
ー
ビ
ス
開
始

・
雅
子
さ
ま
が
ご
出
産
。
敬
宮
愛
子
内
親
王
が

　
誕
生

・
介
護
保
険
制
度
開
始

・
新
紙
幣｢

２
０
０
０
円
札｣

を
発
行

・
九
州
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

・
三
宅
島
噴
火
で
、
全
島
民
避
難

・
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で

　
高
橋
尚
子
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最
高
記
録
で

　
金
メ
ダ
ル

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ「
i
モ
ー
ド
」サ
ー
ビ
ス
開
始

・
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
さ
ん

　
死
去

・「
だ
ん
ご
３
兄
弟
」リ
リ
ー
ス

・
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
施
行

・
茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料
施
設
Ｊ
Ｏ
Ｃ
で
日

　
本
初
の
臨
界
事
故
。
２
人
が
死
亡

全
国
・
世
界

東郷温泉ゆったり館 入来麓武家屋敷群

川内大綱引 400 年祭

肥薩おれんじ鉄道出発式

川薩清修館高校

国立天文台電波望遠鏡

薩摩川内市誕生

鹿児島県北部豪雨 九州新幹線鹿児島ルート部分開業

県民体育大会
太平橋通り
商店街アーケード

クジラ漂着の広報記事

ルンルン自転車

鹿島町で発見された県内初の恐竜化石

「肋骨」

「歯」 東郷文弥節人形浄瑠璃

秒


